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平
成
七
年
十
二
月
十
五
日
に
提
出
し
た
「
質
問
第
二
八
号
徳
島
県
木
頭
村
に
計
画
さ
れ
て
い
る
細
川
内
ダ
ム
等
に
関
す
る
質

問
主
意
書
」
（
以
下
「
質
問
第
二
八
号
」
と
い
う
）
に
対
し
、
政
府
か
ら
平
成
八
年
一
月
十
二
日
付
で
内
閣
衆
質
一
三
四
第
二 

 
 

八
号
の
答
弁
書
（
以
下
「
答
弁
第
二
八
号
」
と
い
う
）
が
寄
せ
ら
れ
、
そ
の
内
容
を
精
査
し
た
と
こ
ろ
答
弁
内
容
に
不
明
瞭
な

点
が
あ
っ
た
。
よ
っ
て
再
度
以
下
の
質
問
を
す
る
の
で
、
政
府
の
誠
実
な
答
弁
を
要
求
す
る
。
ま
た
、
わ
が
国
の
治
水
計
画
の

妥
当
性
を
検
証
す
る
上
で
必
要
な
諸
問
題
お
よ
び
関
連
す
る
課
題
に
つ
い
て
も
質
問
を
す
る
。 

一 

「
質
問
第
二
八
号
」
で
は
、
ダ
ム
審
議
委
員
会
の
対
象
河
川
を
中
心
に
、
各
河
川
の
治
水
計
画
の
妥
当
性
を
検
証
す
る
た

め
に
必
要
な
数
字
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
求
め
た
が
、

(一)
理
由
不
明
の
ま
ま
答
弁
が
な
い
も
の
、

(二)
答
弁
が
不
明
瞭
な
も

の
、
が
あ
る
。
そ
こ
で
以
下
の
点
に
つ
い
て
明
確
な
答
弁
を
再
度
求
め
る
。
ま
た
先
の
答
弁
を
ふ
ま
え
、
治
水
計
画
の
妥
当

性
を
検
証
す
る
作
業
の
上
で
新
た
に
必
要
と
な
っ
た

(三)
ア
～
ウ
に
つ
い
て
も
併
せ
て
答
え
ら
れ
た
い
。 

(一) 

「
答
弁
第
二
八
号
」
で
答
弁
が
な
い
も
の
。 

次
の
ア
～
ウ
は
、
沙
流
川
、
黒
部
川
、
揖
斐
川
、
吉
井
川
、
那
賀
川
、
吉
野
川
、
川
辺
川
・
球
磨
川
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ

れ
答
え
ら
れ
た
い
。 

細
川
内
ダ
ム
を
は
じ
め
と
す
る
わ
が
国
の
ダ
ム
計
画
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

各
河
川
に
つ
い
て
も
同
様
な
数
字
を
求
め
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
答
弁
第
二
八
号
」
で
は
ア
は
全 

く
な
く
、
イ
に
つ
い
て
は
球
磨
川
に
つ
い
て
の
流
量
の
み
の
答
弁
で
あ
っ
た
。
各
河
川
に
つ
い
て
ア
、
イ
の
値
を
計
算
し

て
示
さ
れ
た
い
。 

ウ 

「
質
問
第
二
八
号
」
の
十
二

(三)
セ
。
計
画
上
の
粗
度
係
数
。 

ア 

「
質
問
第
二
八
号
」
の
十
二

(三)
シ
。
洪
水
防
御
計
画
に
お
け
る
計
画
基
準
点
（
以
下
基
準
点
と
い
う
）
に
お
い
て
基

本
高
水
流
量
に
対
応
す
る
水
位
。 

イ 

「
質
問
第
二
八
号
」
の
十
二

(三)
ス
。
ダ
ム
審
議
委
員
会
の
対
象
ダ
ム
が
な
い
場
合
、
基
準
点
の
計
画
高
水
流
量
は
ど

の
程
度
増
加
す
る
の
か
、
そ
の
高
水
流
量
と
そ
れ
に
対
応
す
る
水
位
。 

エ 

那
賀
川
に
つ
い
て
は
、
平
成
七
年
七
月
に
建
設
省
四
国
地
方
建
設
局
が
作
成
し
た
「
那
賀
川
の
治
水
計
画
」
の
六
九 

「
答
弁
第
二
八
号
」
で
は
「
河
道
計
画
上
、
粗
度
係
数
は
定
め
て
い
な
い
」
と
あ
る
が
、
洪
水
時
の
水
位
の
計
算
で

粗
度
係
数
は
必
須
の
条
件
で
あ
り
、
各
河
川
の
河
道
計
画
で
粗
度
係
数
を
定
め
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い

こ
と
で
あ
る
か
ら
、
各
河
川
に
つ
い
て
基
準
地
点
を
含
む
区
間
の
粗
度
係
数
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

那
賀
川
に
つ
い
て
は
、
平
成
七
年
七
月
に
木
頭
村
の
質
問
に
対
し
て
、
建
設
省
は
ア
と
イ
に
つ
い
て
回
答
し
て
い
る
。 

四 

 



 

(二) 

「
答
弁
第
二
八
号
」
で
答
弁
が
不
明
瞭
な
も
の
。 

ア 

「
質
問
第
二
八
号
」
の
十
二

(三)
ウ
。 

③ 

確
率
計
算
の
各
手
法
に
よ
り
求
め
た
計
画
降
雨
量
計
算
値
か
ら
計
画
降
雨
量
を
決
定
す
る
プ
ロ
セ
ス
が
河
川
に 

よ
っ
て
異
な
る
こ
と
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
各
手
法
の
計
算
値
の
平
均
値
を
と
っ
た
り
、
最
大
値
を
と
っ
た
り
あ
る

い
は
そ
の
他
の
決
め
方
を
し
た
り
し
て
お
り
、
一
様
で
は
な
い
。
各
河
川
に
つ
い
て
各
手
法
に
よ
る
計
算
値
か
ら
計 

② 

計
画
降
雨
量
の
計
算
に
用
い
る
確
率
計
算
の
手
法
が
河
川
に
よ
っ
て
違
う
こ
と
が
多
い
。
計
画
降
雨
量
の
計
算
手

法
を
選
択
し
た
理
由
を
各
河
川
ご
と
に
詳
し
く
説
明
さ
れ
た
い
。
な
お
、
選
択
の
理
由
は
、
「
河
川
流
域
の
特
性
を 

 

反
映
で
き
る
」
と
い
っ
た
漠
然
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
ど
の
よ
う
な
特
性
を
反
映
で
き
る
の
か
も
含
め
て
、
具
体

的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

① 

各
河
川
の
計
画
降
雨
量
の
継
続
時
間
が
不
明
で
あ
る
の
で
、
そ
の
継
続
時
間
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

ペ
ー
ジ
で
計
画
に
用
い
る
粗
度
係
数
が
河
口
か
ら
十
・
四
km
ま
で
の
区
間
（
基
準
地
点
を
含
む
）
に
つ
い
て
示
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
「
答
弁
第
二
八
号
」
で
「
河
道
計
画
上
、
粗
度
係
数
は
定
め
て
い
な
い
」
と
し

た
の
か
、
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

五 

 



 

ウ 

「
質
問
第
二
八
号
」
の
十
二

(三)
カ
。 

イ 

「
質
問
第
二
八
号
」
の
十
二

(三)
オ
。 

各
河
川
に
つ
い
て
基
準
点
で
こ
れ
ま
で
に
観
測
さ
れ
た
第
一
位
か
ら
第
十
位
ま
で
の
洪
水
時
の
ピ
ー
ク
流
量
と
そ
の

時
の
水
位
お
よ
び
そ
の
発
生
年
月
日
と
発
生
時
刻
を
質
問
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
摩
川
、
矢
作
川
、
木
曽
川
、
揖

斐
川
、
長
良
川
、
球
磨
川
（
萩
原
）
に
つ
い
て
は
第
十
位
ま
で
示
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
河
川
に
つ
い
て
も
第
十

位
ま
で
の
数
字
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
那
賀
川
の
昭
和
四
六
年
八
月
三
〇
日
は
水
位
と
時
刻
が
記
載
漏
れ
に

な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
数
字
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

各
河
川
の
洪
水
流
出
解
析
の
手
法
を
用
い
た
理
由
に
つ
い
て
「
答
弁
第
二
八
号
」
で
は
「
流
域
の
特
性
を
十
分
に
反

映
で
き
る
」
と
い
う
漠
然
と
し
た
も
の
で
具
体
性
が
な
い
。
流
域
の
ど
の
よ
う
な
特
性
を
反
映
で
き
る
か
も
含
め
て
、

理
由
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
併
せ
て
、
貯
留
関
数
法
を
用
い
た
各
河
川
に
お
け
る
流
入
係
数
と
遅
滞
時
間 

画
降
雨
量
を
決
定
す
る
プ
ロ
セ
ス
と
そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
選
択
し
た
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
な
お
、
選
択
の
理

由
は
、
「
河
川
流
域
の
特
性
を
反
映
で
き
る
」
と
い
っ
た
漠
然
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
ど
の
よ
う
な
特
性
を
反
映 

 
で
き
る
の
か
も
含
め
て
、
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

六 

 



 

(三) 

新
た
に
必
要
に
な
っ
た
も
の
。 

ア 

沙
流
川
、
千
歳
川
・
石
狩
川
、
黒
部
川
、
揖
斐
川
、
吉
井
川
、
吉
野
川
、
那
賀
川
、
川
辺
川
・
球
磨
川
に
つ
い
て
次

の
①
～
③
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

エ 
「
質
問
第
二
八
号
」
の
十
二

(三)
ク
。 

以
上
の
ア
と
ウ
は
「
質
問
第
二
八
号
」
の
十
二

(一)
で
示
し
た
ダ
ム
審
議
委
員
会
の
「
対
象
河
川
」
と
同
口
の
「
比
較
の

た
め
の
河
川
」
の
各
河
川
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

「
答
弁
第
二
八
号
」
に
よ
れ
ば
基
本
高
水
流
量
の
充
足
度
が
一
〇
〇
％
の
河
川
が
圧
倒
的
に
多
い
。
し
か
し
「
建
設

省
河
川
砂
防
技
術
基
準
計
画
編
」
の
一
六
ペ
ー
ジ
で
は
「
一
級
水
系
の
主
要
区
間
を
対
象
と
す
る
計
画
に
お
い
て
は
、

こ
の
値
が
六
〇
～
八
〇
％
程
度
と
な
っ
た
例
が
多
い
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
「
質
問
第
二
八
号
」
で
対
象
と
し
た
河
川 

 

の
ほ
と
ん
ど
が
こ
の
技
術
基
準
の
記
述
と
異
な
っ
て
い
る
。
そ
の
理
由
を
詳
し
く
説
明
さ
れ
た
い
。 

の
値
を
詳
し
く
示
さ
れ
た
い
。 

① 

基
準
点
よ
り
上
流
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
に
観
測
さ
れ
た
毎
年
の
最
大
降
雨
量
（
計
画
降
雨
量
と
同
じ
継
続
時
間
を

示
す
も
の
）
と
発
生
年
月
日
。
最
も
古
い
観
測
値
か
ら
最
新
の
観
測
値
ま
で
を
示
す
。 

七 

 



 

イ 

那
賀
川
に
つ
い
て
次
の
①
～
④
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

③ 

同
五
五
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
「
堤
防
を
嵩
上
げ
す
る
方
法
に
つ
い
て
は
、
堤
内
地
盤
よ
り
測
っ
て
、
約
六
～
七
ｍ
の

高
い
堤
防
を
更
に
約
一
ｍ
嵩
上
げ
す
る
こ
と
と
な
る
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
地
点
別
の
嵩
上
げ
必
要
高
さ 

② 

前
出
の
建
設
省
「
那
賀
川
の
治
水
計
画
」
五
五
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
「
河
床
を
掘
削
す
る
方
法
に
つ
い
て
は
、
北
岸

堰
（
河
口
か
ら
十
・
四
km
）
か
ら
下
流
の
河
床
に
つ
い
て
、
砂
礫
堆
を
最
大
約
四
ｍ
、
平
均
で
約
二
ｍ
掘
削
す
る
必

要
が
あ
っ
た
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
地
点
別
の
掘
削
必
要
深
さ
と
計
算
根
拠
。
地
点
別
は
河
口
か
ら
十
km

ま
で
一
km
お
き
に
示
す
。 

① 

現
在
の
那
賀
川
に
お
け
る
古
庄
地
点
で
流
下
可
能
な
洪
水
ピ
ー
ク
流
量
と
そ
の
根
拠
。 

③ 
基
準
点
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
に
観
測
さ
れ
た
第
一
位
か
ら
第
十
位
ま
で
の
洪
水
に
つ
い
て
基
準
点
上
流
域
の
各
雨

量
観
測
所
そ
れ
ぞ
れ
の
洪
水
前
後
四
日
間
の
時
間
別
降
雨
量
。
気
象
庁
お
よ
び
建
設
省
の
観
測
地
点
に
つ
い
て
示 

す
。 

② 

基
準
点
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
に
観
測
さ
れ
た
毎
年
の
洪
水
ピ
ー
ク
流
量
と
そ
の
時
の
水
位
お
よ
び
そ
の
発
生
年
月

日
と
発
生
時
刻
。
最
も
古
い
観
測
値
か
ら
最
新
の
観
測
値
ま
で
を
示
す
。 

八 

 



 

ウ 

足
羽
川
、
日
野
川
、
九
頭
竜
川
の
計
画
主
要
地
点
で
あ
る
前
波
、
深
谷
、
布
施
田
（
以
下
計
画
地
点
と
い
う
）
の
そ

れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
次
の
①
～
⑰
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

④ 

計
画
地
点
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
に
観
測
さ
れ
た
毎
年
の
洪
水
ピ
ー
ク
流
量
と
そ
の
時
の
水
位
、
お
よ
び
そ
の
発
生

年
月
日
と
発
生
時
刻
。
最
も
古
い
観
測
値
か
ら
最
新
の
観
測
値
ま
で
を
示
す
。 

③ 

計
画
地
点
よ
り
上
流
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
に
観
測
さ
れ
た
毎
年
の
最
大
降
雨
量
（
計
画
降
雨
量
と
同
じ
継
続
時
間

の
も
の
を
示
す
）
と
発
生
年
月
日
。
最
も
古
い
観
測
値
か
ら
最
新
の
観
測
値
ま
で
を
示
す
。 

② 

確
率
計
算
手
法
そ
れ
ぞ
れ
に
よ
る
計
画
地
点
上
流
域
の
計
画
降
雨
量
計
算
値
と
そ
の
決
定
値
、
お
よ
び
計
画
降
雨

量
の
継
続
時
間
。 

① 

計
画
地
点
の
流
域
面
積
。 

④ 

同
五
六
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
「
川
幅
を
広
げ
る
方
法
に
つ
い
て
は
、
全
長
九
km
に
わ
た
っ
て
最
大
約
一
五
〇
ｍ
堤
防

を
移
動
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
」
と
あ
る
が
、
そ
の
地
点
別
堤
防
移
動
必
要
幅
と
計
算
根
拠
。
地
点
別
は
河
口

か
ら
十
km
ま
で
一
km
お
き
に
示
す
。 

と
計
算
根
拠
。
地
点
別
は
河
口
か
ら
十
km
ま
で
一
km
お
き
に
示
す
。 

九 

 



 

⑫ 

審
議
委
員
会
の
対
象
ダ
ム
が
な
い
場
合
、
計
画
地
点
の
計
画
高
水
流
量
は
ど
の
程
度
増
加
す
る
の
か
、
そ
の
高
水 

⑪ 

計
画
地
点
に
お
い
て
基
本
高
水
流
量
お
よ
び
計
画
高
水
流
量
に
対
応
す
る
水
位
。 

⑩ 

計
画
地
点
の
計
画
高
水
流
量
の
決
定
値
と
、
ダ
ム
各
々
の
効
果
見
込
み
量
（
計
画
地
点
に
お
け
る
流
量
低
減 

 

量
）
。 

⑨ 

ダ
ム
の
効
果
（
計
画
上
の
も
の
を
含
む
）
を
考
慮
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
観
測
さ
れ
た
各
洪
水
に
つ
い
て
計
画
降
雨

量
へ
の
引
き
延
し
に
よ
り
、
計
画
地
点
の
洪
水
流
量
を
計
算
し
た
結
果
。 

⑧ 

計
画
地
点
上
流
に
お
い
て
洪
水
調
節
機
能
を
持
つ
ダ
ム
の
名
（
計
画
上
の
も
の
を
含
む
）
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
洪
水

調
節
容
量
。 

⑦ 

計
画
地
点
の
基
本
高
水
流
量
の
決
定
値
お
よ
び
決
定
値
の
充
足
率
。 

⑥ 
こ
れ
ま
で
に
観
測
さ
れ
た
各
洪
水
に
つ
い
て
計
画
降
雨
量
へ
の
引
き
延
し
に
よ
り
、
計
画
地
点
の
洪
水
流
量
を
計

算
し
た
結
果
。
各
洪
水
に
つ
い
て
の
引
き
延
し
率
と
ピ
ー
ク
流
量
計
算
値
を
示
す
。 

⑤ 

洪
水
流
出
モ
デ
ル
の
手
法
と
し
て
貯
留
関
数
法
を
採
用
し
た
理
由
、
お
よ
び
貯
留
関
数
法
に
お
け
る
流
入
係
数
と

延
滞
時
間
の
値
。 

一
〇 

 



 

二 

一
九
九
四
年
の
吉
井
川
の
渇
水
に
関
連
し
て
以
下
の
質
問
に
答
え
ら
れ
た
い
。 

ア 

一
九
九
四
年
六
月
一
日
か
ら
九
月
三
〇
日
に
か
け
て
吉
井
川
流
量
観
測
地
点
（
久
木
、
岩
戸
、
御
休
ほ
か
）
に
お
け
る

毎
日
の
流
量
。 

イ 

一
九
九
四
年
六
月
一
日
か
ら
九
月
三
〇
日
に
か
け
て
吉
井
川
水
系
の
各
ダ
ム
（
総
貯
水
容
量
五
〇
〇
万
㎥
以
上
）
に
お

け
る
毎
日
の
貯
水
量
、
流
入
量
、
放
流
量
。 

⑰ 

計
画
地
点
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
に
観
測
さ
れ
た
第
一
位
か
ら
第
十
位
ま
で
の
洪
水
に
つ
い
て
計
画
地
点
上
流
域
の

各
雨
量
観
測
所
そ
れ
ぞ
れ
の
洪
水
前
後
四
日
間
の
時
間
別
降
雨
量
。
気
象
庁
お
よ
び
建
設
省
の
観
測
地
点
に
つ
い
て

示
す
。 

⑯ 

計
画
地
点
に
お
け
る
平
均
河
床
高
の
過
去
三
十
年
間
の
変
遷
。
河
床
高
の
変
遷
は
五
年
お
き
に
示
す
。 

⑮ 

計
画
地
点
に
お
け
る
現
平
均
河
床
高
、
左
岸
お
よ
び
右
岸
の
現
築
堤
高
。 

⑭ 
計
画
地
点
に
お
け
る
計
画
河
床
高
、
左
岸
お
よ
び
右
岸
の
計
画
築
堤
高
。 

⑬ 

河
道
計
画
上
の
計
画
地
点
の
河
床
勾
配
と
計
画
地
点
を
含
む
区
間
の
粗
度
係
数
。 

流
量
と
そ
れ
に
対
応
す
る
水
位
。 

一
一 

 



 

四 

会
計
検
査
院
の
平
成
六
年
度
決
算
検
査
報
告
に
「
特
に
掲
記
を
要
す
る
と
認
め
た
事
項
」
と
し
て
「
細
川
内
ダ
ム
、
矢
田

ダ
ム
両
建
設
事
業
に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
等
と
協
議
を
重
ね
る
と
と
も
に
地
域
住
民
の
意
見
を
十
分
考
慮
し
、
事
業
の
あ

り
方
な
ど
に
つ
い
て
総
合
的
な
調
整
を
図
る
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
同
ダ
ム
の
工
事
中
止
を
含
め
た
問
題
提
起
と
受
け
止
め
る

べ
き
だ
が
、
当
局
は
会
計
検
査
院
の
特
記
事
項
に
、
工
事
中
止
と
い
う
意
味
も
含
ま
れ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
の
か
、
い 

三 

那
賀
川
の
利
水
問
題
を
考
え
る
上
で
、
農
業
用
水
の
動
向
が
重
要
で
あ
る
。
那
賀
川
か
ら
取
水
す
る
北
岸
用
水
、
南
岸
用

水
、
加
茂
谷
用
水
、
十
八
女
用
水
の
現
在
の
そ
れ
ぞ
れ
の
か
ん
が
い
面
積
を
水
田
と
畑
に
分
け
て
示
さ
れ
た
い
。 

ウ 

吉
井
川
の
農
業
用
水
、
工
業
用
水
、
水
道
用
水
に
対
す
る
取
水
制
限
の
条
件
と
一
九
九
四
年
の
取
水
制
限
の
経
過
。 

オ 

一
九
九
四
年
六
月
一
日
か
ら
九
月
三
〇
日
に
か
け
て
吉
井
川
の
各
農
業
用
水
、
各
工
業
用
水
、
各
水
道
用
水
に
お
け
る

そ
れ
ぞ
れ
の
毎
日
の
取
水
量
。 

エ 
吉
井
川
の
各
農
業
用
水
、
各
工
業
用
水
、
各
水
道
用
水
の
そ
れ
ぞ
れ
の
取
水
制
限
時
の
基
準
取
水
量
と
取
水
地
点
。
取

水
地
点
は
河
口
か
ら
の
距
離
で
示
す
。 

カ 

一
九
九
四
年
六
月
一
日
か
ら
九
月
三
〇
日
に
か
け
て
吉
井
川
流
域
に
お
け
る
毎
日
の
降
雨
量
。
気
象
庁
お
よ
び
建
設
省

の
観
測
地
点
に
つ
い
て
示
す
。 

一
二 

 



 

 

一
三 

な
い
の
か
、
明
快
に
答
え
ら
れ
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


